
  
 
 

 
 

 
 

 

  

最
近
ス
キ
ー
場
へ
行
か
れ
ま
し
た
か
？ 

 

こ
こ
何
年
か
子
供
達
と
ス
キ
ー
場
へ
行
っ
て
い
ま
す
。
富
山
で
生
ま
れ
育
ち
、
冬
は
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
ス
キ
ー
を
す
る
こ
と
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
今
ス
キ
ー
場
で
は
、
私
が
子
供
だ
っ
た
頃
の
そ
れ
と
は
見
る
景
色
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま

す
。
動
か
な
く
な
っ
た
リ
フ
ト
や
ゴ
ン
ド
ラ
。
か
つ
て
は
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
で
あ
ろ
う
ペ
ン
シ
ョ
ン
。

リ
フ
ト
乗
り
場
で
は
待
ち
時
間
を
気
に
す
る
必
要
が
な
い
。
つ
ま
り
お
客
さ
ん
が
少
な
い
の
で
す
。 

 

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
人
口
は
１
９
９
８
年
の
ピ
ー
ク
時
に
１
８
０
０
万
人
を

記
録
し
て
以
来
、
２
０
２
０
年
は
な
ん
と
４
３
０
万
人
ま
で
減
少
。
ピ
ー
ク
時
の
４
分
の
１
で
す
。
１

シ
ー
ズ
ン
の
平
均
参
加
回
数
も
６
回
か
ら
４
回
へ
と
減
少
し
て
い
ま
す
。 

 
こ
こ
１
０
年
間
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
取
り
込
み
で
何
と
か
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
に
よ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
滅
に
よ
り
、
若
年
層
の
ス
キ
ー
離
れ
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
露
呈

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
参
加
率
の
高
か
っ
た
１
０
～
４
０
代
の
人
口
そ
の
も
の
が
減
少
す
る
こ
と
で
、
市

場
規
模
が
縮
小
す
る
こ
と
も
確
実
で
す
。 

 

お
金
・
時
間
・
体
力
が
か
か
る
レ
ジ
ャ
ー
は
や
は
り
人
気
が
な
く
な
る
の
か
？ 

自
分
の
子
供
や
、
孫

の
世
代
に
、
は
た
し
て
ス
キ
ー
場
は
残
っ
て
い
る
の
か
？ 

 

ギ
リ
ギ
リ
に
な
る
ま
で
危
機
感
を
持
て
な
か
っ
た
地
方
や
、
観
光
業
界
全
般
に
も
問
題
は
あ
っ
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
私
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
世
界
的
に
見
て
も
、
日
本
の
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
は

空
港
や
都
市
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、
ま
た
雪
質
も
高
く
、
伝
統
的
な
温
泉
や
食
文
化
施
設
も
充

実
し
て
い
て
潜
在
能
力
は
高
い
の
で
す
。 

 

レ
ジ
ャ
ー
消
費
に
参
加
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
ス
キ
ー
場
へ
行
く
途

中
の
魅
力
的
な
神
社
に
寄
っ
た
り
、
温
浴
施
設
な
ど
を
利
用
し
た
り
し
て
、
そ
こ
に
し
か
な
い
魅
力
を

発
見
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
た
行
き
た
い
と
い
う
気
持
に
な
り
ま
す
。
ス
キ
ー
を
し
な
く
て
も
結

構
楽
し
め
た
り
し
ま
す
よ
。
皆
様
も
久
し
ぶ
り
に
ス
キ
ー
場
を
訪
れ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？ 

 

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
ご
贔
屓
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 仕事に少し関係のあることから、まったく 

関係のないことまであなたにお届けします 

Ｖｏｌ．３４

山本 利太郎
としたろう
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社長のひとり言 

今月のトピックス 

◆ 社長のひとり言 

◆ 今月の「おさめし」 

◆ 伝え方ラボ通信/第２回 

◆ 危険な方に賭けてみる 

◆ 「２０２２年の私のチャレンジ」 

今月の「おさめし」 

いつもお読み頂きましてありがとうございます。 

今月からこのコーナーは、大阪でんきのＵ－３０の５名で盛り上げていきたいと思います。 

今回の担当は山本桜、改めまして古村桜です！私事ではありますが、昨年入籍致しました。

まだまだ未熟者ではありますが、今後とも宜しくお願い致します。 

１月号からは、“大阪でんきのサラメシ”コーナー略して「おさめし」と題しまして、富

山、高岡、金沢の皆さんに交代で日頃のランチを紹介してもらいたいと思います！お弁当の古村 桜
ふるむら さくら

 



■ あなたを悩ませていたのは、「コミュニケーションギャップ」だった！？ ■ 
 

現代の社会人の多くは「人間関の問題」に苦しんでいるという話を、前回しました。今回は、もう一歩踏み込んで、「人

間関係の問題」を引き起こす要因を、説明したいと思います。 

 

さて、「人間関の問題」は、ひとえに「コミュニケーションの問題」と言って、恐らく差支えはないでしょう。 

 

認識や価値観の「ずれ」から生じる情報の食い違いを【コミュニケーションギャッ

プ】と呼びます。 

 

例えば、「自分の意図が相手に伝わらない」とか、「誤解を受けてしまう」といっ

た経験は誰しもがあると思います。 

 

職場における人間関係にストレスをもたらしていたのは実は、こうしたコミュニ

ケーションギャップの「積み重ね」だったのです。 

 

逆に言えば「コミュニケーションギャップ」を解消できれば、人間関係は改善し、

それがもたらすストレスを軽減できるのです。 

 

■ たった４タイプだから使いやすい！ ■ 
 

そこでご紹介したいのが、当社も採用しているコミュニケーション・メソッド【伝え方ラボ】です。【伝え方ラボ】

は人の行為や言動を、わずか４つの性格タイプで説明する優れた思考方法です。 

 

次回はいよいよ【伝え方ラボ】の概要をご説明します。 上野 大輔
うえの だいすけ

 

方にも、外でのランチを楽しみにしている方にも、今日のランチ、明日のランチに迷える方がいらっしゃい

ましたら、ぜひ参考にして頂き、ご活用下さいね。 

今回は富山事業部長の吉井さんより紹介頂きました。私、古村も時々、邦さんでランチします。私のおすす

めは「本日の焼き魚定食」！以前食べたカマスの塩焼きはふかふかでとてもおいしかったです。弊社、浅生

が頼んでいたブリカマの塩焼きも美味しそうでしたが！！ 

皆さんのおすすめランチもぜひ食いしん坊、古村までご教示ください。来月もお楽しみにー。 

富山事業部から徒歩３分圏内の場所にあり、メニューも豊富で

良く足を運びます。 

昼時は近くの会社さんから、現場から、多くのお客様でにぎわ

うお店です。 

１０年以上利用させていただいております。提供も

早く、おいしいので近くにあって嬉しいお店です。 

今月の「おさめし」（つづき） 

 

【食事処 邦】 

富山市新庄本町１丁目２-５３ 

おすすめは「本日の日替わり定食￥８５０」 吉井俊邦 

伝え方ラボ通信/第２回 



 

金沢市示野中町2丁目100番地 

TEL(076)223-3541 FAX(076)223-3932 

hara@osakadenki.co.jp  (担当：原） 

大阪電機商事㈱ 金沢支店 

あなたの会社のニュースレター作成をお手伝いします！ 原までご連絡を！ 

危険な方に賭けてみる 

「２０２２年の私のチャレンジ！」 

新田 陽一
にった よういち

 福井 健太郎
ふくい けんたろう

  吉田 英喜 
よした ひでき 

 原  良
はら  りょう

 北村 真斗
きたむら まさと

 
昨年、腰と膝を痛め

気が付いたら飛んだ

り跳ねたりできない

体に･･･。これでは町

内運動会で活躍でき

ない。今年は体のケ

アを怠らない様気を

付けます。   

今年は子供に水泳を

教える予定です。自

分自身も20年ぶりの

水泳の為、目標100㍍

でお願いします   

２０２２年は一切の

預貯金をしない！世

のため、人のため、

ちょっとだけ自分の

ために給料のすべて

を全力で使い切りた

いと思います。 

自分も嫁さんも10年程

スキーに行けてないの

で、小3の息子がスキー

を滑れるようにする。

できれば、下の子（5

歳）も一緒に。二人と

も滑れるようになれ

ば、来シーズンには家

族でスキー旅行に行き

たいと思います。               

結局去年はマラソン

大会に参加すること

も できずじまいでし

た。が、今は春の大

会に向けてきっちり

と体を作っておりま

す。なのであわよく

ば自己ベスト更新を

目指します！   

体を動かすことを習

慣づけしていきま

す。昨年から始めて

いるのですが10㎞1時

間をなかなか切れな

いです。  

加藤 敬
かとう さとし

 

ＹＯＡＳＯＢＩ（ヨアソビ）好きを公言している私ですが、最近二人

組だということを知って若干ショックを受けております、どうも金沢

支店の原です。 

今回ご紹介する本は、(株)ｄｉｖの代表取締役社長でビジネス系ユー

チューバーのマコなり社長の人生を変えたと言われている本です。か

なり前から読もう読もうと思っていた本ですが、長いあいだ手を出さ

ずにいましたが、先日、ブックオフをブラついていた時に、この赤い

本が目に飛び込んできて、手に取ることとなりました。 

本を読んでいる間に太郎が私に何度も言うんです、「危険な方に賭け

ろ」と。そこで思い立ったのが、「預貯金を一切しない」という２０

２０年の私のチャレンジです。 

今から約３０年まえに刊行された本ですが、今だからこそ

読むべき本じゃないかと思います。そう思わせるのは、や

はり人間の本質というのはおそらく変わっていないからで

はないでしょうか。 

もし今後何かの選択を迫られた時、あえて「自分にとって

マイナスだな、危険だな」と思う方を選んでみたらどうで

しょうか？新しい人生が見えてくるかもしれません。 

「自分の中に毒を持て」 

著者：岡本太郎 

駄目になる方、マイナスの方の道を選ぼう、と決意してみると

いい。そうすれば必ず自分自身がワァーッともり上がってくる

にちがいない。それが生きるパッションなんだ。（Ｐ６２） 
原 良 


